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ともにカウンター攻撃から組織的な攻撃を繰り出すスピードのあるチーム同士の対戦となっ
た。

１Ｐ　開始早々、両チームともカウンター攻撃を繰り出すが、両チームのＤＦが相手攻撃のリ
ズムをずらしたり，スペースをつぶしたりなかなか得点を許さない。試合が動いたのは５：３
２，福岡工業の攻撃に富山北部のＤＦが押し込まれたとき、トップから青⑫深川が落ち着いて
ループシュートを決め、福岡工業が先行した。これに対し，富山北部は④武田を中心にカウ
ンター攻撃を繰り出す。２：０８、白⑥田中がミドルからＤＦの手に当てながらもゴールにねじ込
み同点。つづいて１：３３には白②堀が福岡ＤＦの隙を突き、ドリブルで持ち込み右サイドに
シュートを決め２－１と逆点する。これに対し福岡工業は、０：５８、青⑫深川、０：11には青⑥
浦山がパワープレーで得点し、２－３と福岡工業のリードで終了した。

２Ｐ　富山北部④武田がチャンスをつくっていく。６：０５には自らフローターシュートを決め同
点。両チームともカウンター攻撃からセットへと流れるような攻撃が素晴らしい。富山北部は
白④武田が退水を次々と誘発し、パワープレーを仕掛けるが得点できない。福岡工業は、１：
２３、青⑩から青⑫へパスが渡り、⑫深川が得点。３ー４と1点差を守り、前半戦を終了した。

３Ｐ　富山・福岡とも相手攻撃を必死のＤＦで防いでいく。白③のスピードが落ちたとき、福岡
はカウンターで持ち込み、３：１８、青④伊藤が右ｻｲﾄﾞからシュートを決め３－５と差を広げる。
富山の強引なミドルシュートもＧＫが好セーブ。このチャンスに青②深川が長いドリブルからＧ
Ｋをかわしてシュートを決め、３－６とリードを広げ、勢いに乗る福岡に体勢が決まったかに思
われた。しかし、粘る富山北部はＱ終了間際、パワープレーからルーズﾎﾞｰﾙを白⑥田中が押
し込んで２点差とし、最終Ｑへ望みをつないだ。

４Ｐ　どちらが先に得点するか、緊迫の最終Ｑはニュートラルスローから再開。勝負は白④武
田と、福岡工業は武田へのＤＦを徹底、強化している。富山北部は５：３６、右ｻｲﾄﾞから②堀が
カットイン、Ｐ．Ｔを獲得。このチャンスを白④武田が確実に決め、５－６と追い上げる。さらに
白⑨宮本が退水を誘発する。福岡工業は白④武田はマンツーマンで守り、武田には絶対
シュートを打たせない守り。しかしこのチャンスは白⑨宮本が左サイドからシュートを決め同
点に追いついた。勝利への執念に燃える福岡工業は、ＤＦから波状攻撃を仕掛け、３：０６、
青⑤三島が左サイドからミドルシュート、２：３１には青⑥浦山がフローターシュートを決め、富
山北部を６－８と突き放した。必死の追い上げを見せる富山北部に対し、福岡工業はゲーム
をコントロールにかかる。最後の攻撃もタイムアウトをとる徹底ぶりで初戦を勝利した。

ともにレベルの高いチーム同士で、水球の激しさ、面白さが伝わる好ゲームであった。
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